
 

 





はじめに 
 

シティプロモーションと連携した活気と賑わいの創出 
 

 

令和４年１月に富士見市シティプロモーション戦略を策定

して以来、本市では、市制施行５０周年記念事業をはじめとす

るさまざまな取組を通じて、本市の魅力発信に努めてまいり

ました。「富士見市のファンが増え、賑わいが生まれるまち」

の実現を目指し、市民・関係団体の皆様とともに重ねてきた取

組は、本市の魅力を改めて見つめ直し、磨き上げる大切な歩み

となりました。 

 

令和８年４月からは、さらなる情報発信の強化に向け、シテ

ィプロモーションと広報の機能を統合した新たなシティプロ

モーション課を設置いたします。 

広報富士見やホームページ、ＳＮＳなど、市の情報発信ツー

ルを一元的に管理・運用することで、さらなる情報発信力の強

化を図ってまいります。 

 

第２期富士見市シティプロモーション戦略においては、特にインスタグラム等ＳＮ

Ｓを活用したデジタルプロモーションを強化し、市の魅力を広く発信・拡散すること

で、市を認知した人が、市に関心を持つ、市を訪れるといった行動変容につながるプ

ロモーションを展開してまいります。 

そして、第６次基本構想に掲げる「みんな笑顔☆ふじみ」を合言葉に、理想の“未

来”である誰もが自分らしく「充実した日々」を送ることができるまちづくりに繋げ

てまいりますので、皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

結びに、本戦略策定にあたり、多大なるご尽力を賜りました皆さまをはじめ、アン

ケートやパブリックコメントにおいて、貴重なご意見やご提案をくださいました市民

の皆さまに心から感謝を申し上げます。 

 

 

  令和８（２０２６）年３月 

  

                          富士見市長 星野 光弘 
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1 20 年後における、理想の“未来”を定めたもの。計画期間は令和３年から令和２２年までの 20 年間 
2 その地域に訪れる（交流する）人のこと 
3 富士見市に住んでいる「定住人口」や「交流人口」に当てはまらない、地域や地域の人々と多様に関わる人のこと 
4 国の行政区画の最小単位で「市区町村」のこと 
5 その地域に住んでいる人々のこと。居住者・居住人口のこと 
6 「住んでいて良かった」、「住み続けたい」と思ってもらえるよう、市民に向けて行うプロモーションのこと 
7 「行ってみたい」、「住んでみたい」と思ってもらえるよう、市外に向けて行うプロモーションのこと 
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8 KPI（Key Performance Indicator）。数値目標の達成のために重要となる施策の目標値。 

基本施策 取   組 達成状況

KPI:「住み続けたい」と回答した割合 
目標値:83.1％
現状値:79.9%
（市民意識調査）

Ｂ
概ね順調

情報発信の充実
Ａ

順調に進捗

イベント等の充実
Ａ

順調に進捗

インナープロモーションによ
り、市民の愛着を醸成

市のイメージアップ

富士見ブランドの推進
Ｂ

概ね順調

推進体制の充実
Ｂ

概ね順調

概要

1 市のイメージアップ 地域資源の発掘と活用

2 情報発信の充実
広報・ホームページ・ＳＮＳ等による情報発信、ＰＲ大使、ふわっぴー
による魅力発信

3 イベント等の充実 各種イベントの充実・実施

4 富士見ブランドの推進 新たな資源の発掘と育成

5 推進体制の充実
・戦略策定、運用
・職員研修の実施

取組
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9 産業構造や人口動態、人の流れなどの官民ビックデータを集約し、可視化するシステム 
10 地域ブランド調査における用語で、市区町村について「よく知っている（100 点）」、「知っている（75 点）」、「少しだけ知っている（50

点）」、「名前だけ知っている（25 点）」、「名前も知らない（0 点）」を調査した項目のこと 
11 地域ブランド調査における用語で、市町村について「とても魅力的（100 点）」、「やや魅力的（50 点）」、「どちらでもない（0 点）」、「あま

り魅力を感じない（0 点）」、「全く魅力を感じない（0 点）」を調査した項目のこと 
12 地域ブランド調査における用語で、市区町村の情報や話題について「何度も見聞きした（100 点）」、「見聞きしたことがある（50 点）」、

「全く見聞きしない（0 点）」を調査した項目のこと 
13 株式会社ブランド総合研究所が行うインターネット調査で、２００６年からスタートし、約３万人の消費者を対象に調査。 

全国１，０００市区町村（全市・東京２３区・約２００の町村）及び４７都道府県を対象 

基本施策 取   組 達成状況

KPI:市の認知度
目標値:向上
現状値:445位
（地域ブランド調査）

アウタープロモーションによ
り、市への新たな人の流れをつ
くる

情報発信及び発信力の強化
Ａ

順調に進捗

ＰＲ活動の強化
Ｂ

概ね順調



7 

 

 

 
14 電車の車両内に設置された映像情報システム 
15 KSF（Key Success Factor）。KPI 達成のために重要となる取組の目標値。 

概要

1 情報発信及び発信力の強化 各種広告、パブリシティ推進、研修の検討など

2 ＰＲ活動の強化 各種イベント参加、関係人口の創出、取組の検討

取組
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16 総数には年齢不詳を含む。 
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順位 市 名 
実人口（人） 5 年間人口増減率（％） 

平成 16 
(2004)年 

平成 21 
(2009)年 

平成 26 
(2014)年 

平成 31 
(2019)年 

令和 6 
(2024)年 

平成 16 
→21 年 

平成 21 
→26 年 

平成 26 
→31 年 

平成 31→
令和 6 年 

1 朝霞市 123,564 128,379 132,379 140,004 144,964 3.9 3.17 5.7 3.54 
2 さいたま市 1,172,741 1,211,657 1,253,582 1,302,256 1,345,012 3.32 3.46 3.88 3.28 
3 八潮市 76,018 81,376 84,889 90,861 93,036 7.05 4.32 7.04 2.39 
4 和光市 71,860 76,769 79,361 82,785 84,728 6.83 3.38 4.31 2.35 
5 戸田市 112,866 120,798 130,338 139,616 142,163 7.03 7.9 7.12 1.82 
6 富士見市 105,247 105,721 108,469 111,167 113,145 0.45 2.6 2.49 1.78 
7 草加市 235,732 241,272 244,289 248,488 251,219 2.35 1.25 1.72 1.1 
8 東松山市 91,205 89,901 89,349 90,290 91,094 ▲ 1.43 ▲ 0.61 1.05 0.89 
9 上尾市 220,908 225,768 228,155 228,519 230,167 2.2 1.06 0.16 0.72 
10 蕨市 70,965 71,443 72,229 75,261 75,646 0.69 1.1 4.2 0.51 
11 新座市 151,596 157,264 162,527 165,342 166,036 3.74 3.35 1.73 0.42 
12 川口市17 543,127 572,352 583,989 603,838 606,315 5.38 2.03 3.4 0.41 
13 白岡市 48,645 49,870 51,267 52,497 52,649 2.9 2.8 2.4 0.29 
14 三郷市 130,183 130,885 135,610 141,780 141,942 0.54 3.61 4.55 0.11 
15 ふじみ野市18 101,771 105,783 110,121 114,292 114,363 3.94 4.1 3.79 0.06 
16 越谷市 316,200 322,720 331,565 342,945 343,062 2.06 2.74 3.43 0.03 
17 鶴ヶ島市 68,561 69,998 70,218 70,050 70,063 2.1 0.31 ▲ 0.24 0.02 
18 志木市 66,903 70,082 72,961 76,303 76,312 4.75 4.11 4.58 0.01 
19 川越市 331,839 337,087 348,595 353,115 352,717 1.58 3.41 1.3 ▲ 0.11 
20 所沢市 336,737 341,365 342,925 344,320 343,529 1.37 0.46 0.41 ▲ 0.23 

 
17 川口市：平成 23 年 10 月 11 日に合併した鳩ケ谷市の合算値 
18 ふじみ野市：平成 17 年 10 月１日に合併した上福岡市、大井町の合算値 



10 

 

 



11 

 

 



12 

 

 
19 常住人口（夜間人口）100 人当たりの昼間人口（従業地・通学地人口）の割合 
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20 戦略を企画・立案する際に現状分析するためのフレームワークのこと。Ｓ（強み）、Ｗ（弱み）、Ｏ（機会・チャンス）、Ｔ（脅威）に分類する

ことで、問題点が整理され、解決のアイデアを見つけやすくする特徴がある 

◆ 強み×機会 （強みを活かして機会を捉える） 

・交通利便性、住環境のプロモーションを強化 

・教育・子育て環境のプロモーションを強化 

・ららぽーと富士見来場者に向けて、買い物に留まらず市の魅力を知ってもらうための 

プロモーションを強化 

◆ 弱み×機会 （弱みを機会によって補う） 

・富士見市を象徴するようなイメージ構築の検討 

◆ 強み×脅威 （強みを活かして脅威を乗り越える） 

・都内と比べて生活コストの負担が比較的少ないことをプロモーション 

・定住促進のプロモーションを強化 

◆ 弱み×脅威 （弱みと脅威を克服する） 

・アドバイザーなど専門家の活用 

・若い世代などが参加しやすいようＳＮＳを活用した参加型企画 

・市民が自ら市の魅力を発信したくなるようなプロモーションの担い手の養成 
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21 富士見市自治基本条例第２条に規定する市民（市内に在住、在勤、在学する人や市内の事業所や団体） 
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22 ２０年後における、理想の“未来”を定めたもの。計画期間は令和３年から令和２２年までの２０年間 

富士見市第６次基本構想

理想の未来「充実した日々」

第2期富士見市シティプロモーション戦略

第３期富士見市キラリと

輝く創生総合戦略

第２期基本計画

「シティプロモーション」

アクションプラン

基本構想
（２０年間）

基本計画
（５年ごとに見直し）

富士見市シティプロ
モーション戦略

（５年ごとに見直し）

令和３年度～令和７年度 令和８年度～令和１２年度 令和１３年度～令和１７年度 令和１８年度～令和２２年度

検証

第１期基本計画

第２期戦略第１期戦略 第３期戦略 第４期戦略

検証

第２期基本計画 第３期基本計画 第４期基本計画

検証 検証 検証 検証
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未認知層 興味・関心層認知層 比較・検討

転入意向

転入・定住者 愛着の醸成

ファン

広告・パブリシティの活用、ＰＲイベント、ＰＲパンフレット活用

ふるさと納税ＰＲ、市の住みやすさＰＲ

ＰＲサイトによる情報発信、Instagram等ＳＮＳの活用

デジタルサイネージ、広報富士見による情報発信

市民等との連携

市のイメージの統一、ＰＲ大使・ふわっぴーによる魅力の発信
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23

 本戦略 P.10「転入・転出上位 10 団体の状況（平成 30（2018）年～令和４（2022）年合計）」の団体のこと。 
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24 人口増減数は、事務処理年報のうち、自然動態（出生、死亡）と社会動態（転入、転出）の増減数から算出した人口の増減数のこと。 
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 

 

 

 
25 ブランドに対する共感や信頼などを通じて顧客にとっての価値を高めていく企業と組織のマーケティング戦略のこと 
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